
夢見ヶ崎小学校「学校だより」 １０号   https://kawasaki-edu.jp/2/113yumemigasaki      ２０２５年２月４日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

20 木 ベルマーク回収日 ５年フロンターレ教室 

21 金 ６年都内見学 

22 土  

23 日  

24 月  

25 火  

26 水 カウンセラー巡回（AM） ゆめみ子ども会議 

27 木 ４年箏体験授業 ６年おはなしたまてばこ 学校運営協議会 

28 金 ６年合唱指導 

３月の行事予定 

1 土  

2 日  

3 月 朝会 委員会活動 

4 火 にじいろ班活動（ありがとうの会） 

5 水  

6 木  

7 金  

8 土  

9 日  

10 月  

２月の行事予定 

1 土  

2 日  

3 月 １年あいさつ運動（７日まで） 朝会 委員会活動 

4 火 家庭教育学級 

5 水 にじいろ班活動（リーダー交代式） 

6 木  

7 金  

8 土  

9 日  

10 月 クラブ活動 

11 火  

12 水 音楽集会 カウンセラー巡回（AM） 

13 木 ４年木管特別授業 

14 金  

15 土  

16 日  

17 月 朝会 

18 火 にじいろ班活動 自校献立日 

19 水 集会（健康委員会） 授業参観 懇談会 学校報告会 
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暦
の
上
で
は
、
春
を
迎
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、

二
月
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
く
毎
日
で
す
。
春
の
訪
れ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
の
は
、
も
う
少
し
先
の
よ
う
で
す
。
年
末
に
流
行
の
兆

し
の
あ
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
本
校
で
は
年
明
け
か
ら
ず
っ
と
落

ち
着
い
て
お
り
ま
す
。
学
校
で
は
引
き
続
き
、
教
室
の
換
気
や
手
洗
い

の
励
行
な
ど
の
感
染
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
の

ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

冬
休
み
が
終
わ
り
、
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
、
学
年
で
書
き
初

め
を
行
い
ま
し
た
。
一
月
の
間
、
教
室
前
の
廊
下
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
年
生
と
２
年
生
は
硬
筆
で
、
３

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
は
毛
筆
で
書
き
ま
す
。
１
、
２
年
生
の
硬
筆
は
、

一
文
字
ず
つ
字
に
向
き
合
っ
て
、
心
を
込
め
て
書
い
た
様
子
が
想
像
で

き
ま
し
た
。
毛
筆
の
文
字
は
、
提
示
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
言
葉
の
中
か

ら
選
ん
だ
り
、
四
字
熟
語
を
自
分
で
選
ん
だ
り
し
て
決
め
ま
す
。
選
ん

だ
言
葉
か
ら
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
個
性
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。
作
品

の
下
に
は
、
新
年
に
向
け
て
の
思
い
が
硬
筆
で
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
年
生
は
中
学
校
生
活
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
児
童
も
多
か
っ
た
で

す
。
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
す
る
う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
の
前
向
き
な
思
い

に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
度
末
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
「
学
校
教
育
活
動
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ
の
ご
回
答
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま 

す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
学
校
の
現
状
、
今
年
度
の
学
校
運
営
等
の

成
果
や
課
題
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
伺
い
し
て
、
今
後
の
学

校
運
営
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
詳
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
報
告
会
の

中
で
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。
自
由
記
述
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意

見
も
含
め
ま
し
て
、
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
結
果
は
、
来
年
度
の
学
校
経

営
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

先
日
、
南
加
瀬
中
学
校
区
ふ
れ
あ
い
の
会
が
、
本
校
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
教
育
会
議
の
主
催
で
、「
地
域
の
方
々
と
子
ど

も
た
ち
が
交
流
し
て
親
睦
を
深
め
、
地
域
全
体
で
連
携
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
く
意
識
を
高
め
る
こ
と
」
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

図
書
室
で
は
、
夢
見
ヶ
崎
小
学
校
・
小
倉
小
学
校
・
南
加
瀬
小
学
校
・

南
加
瀬
中
学
校
の
代
表
児
童
生
徒
が
集
ま
り
、
子
ど
も
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
意
見
や
情
報
を
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
学
校
や
地
域
へ

の
理
解
や
愛
着
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
温

故
知
新
」
で
す
。
お
互
い
の
学
校
の
歴
史
を
伝
え
合
っ
た
り
、
地
域
の

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
か
ら
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
し

て
、
地
域
の
よ
さ
や
未
来
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
校

と
の
意
見
交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
町
の
よ
さ
や
、
地
域
の

方
々
の
優
し
さ
や
温
か
さ
に
つ
い
て
再
度
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 今

年
度
も
残
り
二
ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
で
培
っ
た
こ

と
を
振
り
返
り
、
気
持
ち
の
よ
い
締
め
く
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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 特別な学習や行事がない金曜日の朝は、本に親しむ時間を

設けています。日常的に本を読む習慣をつけることで、子ど

もたちが読書の楽しさを感じられればと考えています。また、

この時間は子どもたちが好きな本を読むだけでなく、地域の

団体「おはなしたまてばこ」やボランティアの方々に、読み

聞かせをしていただく機会もあります。子どもたちが普段読

まないジャンルの本と出会うきっかけになったり、民話や昔

話に出てくる方言や言い回しを知ることができたりと貴重な

１５分間となっています。年間を通してのご協力、ありがと

うございます。 

 

 

 

 ４年生が社会科で「昔から今へと続くまちづくり」につい

て学習しています。その中で二ヶ領用水について詳しく学ぶ

ため、１月２１日（火）、市民ミュージアムの方に出前授業に

来ていただきました。子どもたちは、昔の人が用水をひくた

めの作業や仕組みを体験的に学び、先人の知恵に驚いていま

した。今後も学習を続け、地域社会に対する誇りと愛情、地

域社会の一員としての自覚を養っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では学級ごとに期間を決めて、学校の外側の道路の清

掃活動を行っています。加瀬山の自然に恵まれた緑豊かな地

域なので、寒い時期は落ち葉が多く落ちています。まだ、い

ざ清掃活動をしてみると、ごみのポイ捨ても少なくないこと

に気付きます。地域で暮らす住民の一人として、子どもたち

には校内だけでなく、校外にも目を向けて、環境を整備する

大切さを考えられるようにしています。また、周囲の道路だ

けでなく、近所の公園や子ども文化センターなど、公共の場

所に使い方についても配慮できるようになるよう、期待して

います。 

 

 

 

 

 

 １月２４日（金）、プロダブルダッチチーム「Bee
ビ ー

 Worker
ワ ー カ ー

」

の方々をお招きし、１年生が大縄体験をしました。１年生は

大縄を跳んだ経験が少なく、はじめはまわっている縄の中に

スムーズに入ることが難しい様子でした。タイミングやコツ

を教わると徐々に跳べる回数が増え、リズムよく跳ぶことが

できてきました。また、中休みは全校児童の前でダブルダッ

チを披露していただき、上級生もよい刺激を受けていたよう

です。さまざまな運動に親しみ、楽しく体力を向上できるよ

う、今後も努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「豊かな心」にむけて～ ～「確かな学び」にむけて～ 

～「健やかな体・子どもの安全」にむけて～ 

 

 １月２５日（土）、本校でふれあいの会が開催されました。気温の低い日

でしたがたくさんの来場者でにぎわい、心も体もあたたまりました。子ども

たちが楽しめる催し物を企画、実施してくださった地域教育会議の関係者の

皆様、ありがとうございました。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢見ヶ崎小 HPをご活用ください。 

学校だより、学年だよりがスマホ、 

タブレットでご覧いただけます。 

 学校報告会では、学校教育目標の具

現化に向けた４つの柱に沿って、今年

度の教育活動についてご報告します。

ぜひご来校ください。 

詳しくは後日配付する、おたよりを

ご覧ください。 

【日時】令和７年 ２月１９日（水） 

【時程】１３：３０～１４：１５（授業参観） 

    １４：３０～１４：４５（学年懇談会） 

１４：５０～１５：１０（学級懇談会） 

１５：２５～１５：５０（学校報告会） 

※PTA総会は書面開催となります 


